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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 32.8 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点 Ｈ25 Ｈ30

店舗 Ｈ24 Ｈ30

人/年 H24 Ｈ30イベントの参加人数 官民連携で実施するイベントへの参加人数 官民連携のイベントによるにぎわいのあるまちの創出を図る。 61,000 111,000

商店街の空き店舗数 駅北側の商店街における空き店舗数
ふれあい・交流拠点の創出や情報発信機能等の強化による中心
商業地の空洞化に歯止めをかける。

46 46

地域活性化拠点の利用満足度 住民および利用者に対する満足度アンケート
防災（交流）通路整備にあわせた、ふれあい・交流拠点、情報発信
拠点創出により、住民および利用者の満足度（1点～5点の5段階
による評価）の向上を目指す。

1.8 4.1

　大目標：水のまち「こばやし」の雰囲気を活かし、生活環境の向上とふれあい・交流拠点創出による、魅力的で安心・安全な『湧くわくするまちづくり』
　目標１　ＪＲ吉都線・小林駅により南北に分断されている本市の中心市街地において、南北の交通アクセス機能および防災機能を高めることで、安心・安全で快適な生活環境を創出する。
　目標２　水のまち「こばやし」の中心にふさわしい様々な人が集うふれあい・交流拠点の創出と、「こばやし」の魅力や特産品等を市外・県外にPRする情報発信機能等を強化する。
　目標３　地域のまちづくり活動の活性化を図り、駅南（駅周辺を含め新たな機能を有してきている地域）と駅北（商店街が建ち並ぶ商業地域）が交流し、にぎわいのある『湧くわくするまちづくり』を官民協働で促進する。

・本地区は、東西方向にあるＪＲ吉都線を中心として、北側に国道221号、南側に都市計画道路駅南東西線と県道西麓・小林線が位置する本市の中心市街地である。駅北側の国道221号沿い等は古くから商店街が立ち並んでおり、中心商業地として近年
においても様々な取り組みが実施されてきているものの、郊外の国道沿いで立地が活発な大型店舗の影響等により、その衰退が問題となっている。一方駅の南側の地域は、平成24年5月に「小林駅前土地区画整理事業」が完了したことで、良好な都市
基盤に住宅・文化・福祉施設が建設されてきており、居住人口や交流人口が増加する等の賑わい効果が出てきている。しかしながら駅北側と南側は、JR吉都線の線路により南北交通が分断されている状況にあること等から、この南側地域の賑わい効果
を駅北側の商業エリアに波及させることが困難となっている。また駅南側の小林文化会館は災害時の指定避難場所になっていることや、駅北側には災害時の物資置場となる広場もあることから、駅を挟んで南北地域のアクセス機能が高まれば、中心市
街地の防災機能も高まるといえる。更に駅の南側にある街区公園には、自噴による湧水があり、現在市民の方々が飲用水としても多く利用している。そのためこの公園（噴水）は、災害時における飲用水の提供といった重要な役割を期待されている。
このような状況を受けて本市では、駅北地域と駅南地域を結ぶ防災（交流）通路を確保し、生活環境としての安全性・快適性の向上を確保する計画であるが、市の中心地として通路の整備だけで終わるのではなく、この機能を活かしたまちの活性化を図
ること（整備効果を高めること）が重要になっている。
・また、JR小林駅は、大正元年10月に建築されており、駅内には切符売場と待合室、観光案内所が設けられている。しかしながら、本駅は築100年を経過しており、シロアリや雨漏りが激しく、トイレに至っては男女共有であることに加えて公共下水にも接
続されていない状況であり、中心拠点施設としての快適性を有している状況にない。
・一方、観光資源としては、水のまち「こばやし」にふさわしくホタルと水で有名な出の山公園があり、名水百選にも選ばれており、毎年夏になると名水まつりのイベントも催されている。また、春には桜で有名な牧場の桜、秋には生駒高原のコスモス、冬に
はイルミネーション（冬まつり）と四季を通じて色々な催しが楽しめるとともに、野尻・須木を含めた農産物や西諸牛等といった特産品も多くある。しかしながら、地域活性化の視点において、それら豊富な特産品等を活かした新事業の検討や情報発信、賑
わい拠点である駅前でイベントが開催できるスペースは十分といえない状況にある。

歩行者のアクセス機能の向上を高める通路整備にあわせて、駅周辺中心市街地のふれあい交流機能、情報発信機能の強化を図ることが最大の課題である。
①誰もが安心して暮らしやすいまちづくりを推進するため、駅北地域と駅南地域を結ぶ防災通路を確保し、生活環境としての安全性・快適性の向上を確保する必要がある。
②ＪＲ小林駅北正面の公共施設の整備・拠点空間の創出を行い、駅北に立地する中心商店街を活性化するとともに、水のまち「こばやし」の情報発信機能等の強化を図る必要がある。
③地域住民を交えたまちづくり活動を展開し、官民一体となって快適で魅力的なまちづくりと安心・安全なまちづくりを進める必要がある。

本計画区域は、小林市都市計画区域マスタープラン（H23.4)において
『居住は「まち」の成り立ちの基本であるとの原点に立ち、住宅政策等と連携した住みよい環境の形成に取り組むとともに、交流人口の増加を目的とした街並みの整備や交通アクセスの向上、商業政策との連携を図る。』
『市街地における賑わいや回遊性を創出するため、魅力ある歩行者空間の形成に努める。』ことが位置づけられている。
また小林市総合計画（Ｈ23.3）において
『商工会議所や商店街等との連携を図り、街並み整備やイベントなどの事業を展開し、中心市街地商店街内の空店舗解消や交流人口の増加による‘にぎわい’の創出に努める』ことが掲げられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 宮崎県 小林市 小林駅周辺地区

計画期間 交付期間 30



様式２　整備方針等

計画区域の整備方針

事業実施における特記事項

方針に合致する主要な事業

・小林駅南北の防災（交流）通路の設置による駅南北の利便性と防災拠点の向上（南北の市街地交流の促進）
　JR小林駅の北側地域と南側地域を連絡する防災（交流）通路を設置し、南北の歩行者動線を確保するとともに既存施設も含めたバリアフ
リー化を推進する。
　これにより南北市街地のアクセス性が向上することから、駅南側の文化拠点施設であり指定避難場所でもある文化会館の更なる活用促進
が期待でき、また駅北側商業地への人の流れを作ることで商業活性化の一助となることが期待できる。

関連事業
小林駅南北防災（交流）通路

・防災(交流)通路整備と連携した中心拠点機能（文化・交流・情報発信機能）の強化
　JR小林駅南北の歩行者動線を確保する防災(交流)通路整備にあわせてJＲ小林駅を改修し、中心拠点機能（文化・交流・情報発信機能）
の強化を図る。
　またJR小林駅は市街地内の代表的な公益施設の1つであるが、情報発信機能としては十分とはいえない状況にある。そのため、公共的に
利用する研修室や展示場等を設け、情報発信機能を強化し、様々な角度から魅力と活力に満ちた中心拠点を目指す。

基幹事業
（高次都市施設）観光交流センター
（高次都市施設）地域交流センター
（地域生活基盤施設）駅南自転車駐輪場
（地域生活基盤施設）駅北広場自転車駐車場
関連事業
小林駅南北防災（交流）通路
小林看護医療専門学校開設

・小林駅北正面のグレードアップ整備による、防災とふれあい交流拠点の高質化
　駅北正面の駐車場を改修し、又、周辺に立地されている交番の移転やＪＲ九州バス等の土地を購入し、市民にやさしい演出（バリアフリー・
防災・防犯・景観等）に配慮した空間整備を行い、イベントなど多様な都市活動に利用できる広場を目指す。
　また、市民やまちづくり組織などから要望が高いまちなかの駐車場の確保と、「名水まつり」などの市民イベントの際にスペースが確保でき
ていない現状を解消するためのまちなかのオープンスペース（イベント広場兼駐車場）の創出を図る。

基幹事業
（地域基盤施設）ふれあい広場
（公園）駅北公園
（地域生活基盤施設）駅北広場
（高質空間形成施設）電線類地中化
提案事業
（地域創造支援事業）まちなかイベント広場兼駐車場
関連事業
地域活性化イベント事業
小林駅南北防災（交流）通路

 ○中心市街地活性化と防災拠点の強化と小林駅利用者の増加
　　関連事業の「小林看護医療専門学校」が駅南の土地区画整理事業完了地区内にある市の所有地に建設される予定であり（平成27年4月開校）、看護学生の小林駅（吉都線）の利用や駅北商店街への利用増加が見込まれる。
　　更に、地区内には防災拠点の場（駅北ふれあい広場と駅南にある文化会館）や飲用水の提供の場（駅南公園）があることから、看護学校との連携を図ることで、さらなる防災拠点都市としての機能向上が期待できる。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 小林市 直 2,196㎡ H26 H28 H26 H28 41.1 41.1 41.1 41.1 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 小林市 直 2,831㎡ Ｈ26 Ｈ30 Ｈ26 Ｈ30 70.8 70.8 70.8 70.8 －

地域生活基盤施設 小林市 直 400㎡ H26 Ｈ30 H26 Ｈ30 30.7 30.7 30.7 30.7 －

地域生活基盤施設 小林市 直 950㎡ H28 H28 H28 H28 5.0 5.0 5.0 5.0 －

地域生活基盤施設 小林市 直 350㎡ H30 H30 H30 H30 18.0 18.0 18.0 18.0 －

高質空間形成施設 小林市 直 131.6m H28 Ｈ29 H28 H30 9.8 9.8 9.8 9.8 －

高次都市施設 小林市 直 596.00㎡ Ｈ26 Ｈ29 Ｈ26 Ｈ29 292.3 292.3 292.3 292.3 －

高次都市施設 小林市 直 146.72㎡ Ｈ26 Ｈ29 Ｈ26 Ｈ29 71.8 71.8 71.8 71.8 －

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 539.5 539.5 539.5 0 539.5 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

小林市 直 2,196㎡ H30 Ｈ30 H30 Ｈ30 29.5 29.5 29.5 29.5

小林市 直 H30 H30 H30 H30 4.0 4.0 4.0 4.0

合計 33.5 33.5 33.5 0 33.5 …B
合計(A+B) 573.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

小林市 35m ○ H26 H26 50

小林市 ○ H26 H29 150

宮崎総合学院 ○ H26 H26 480

小林市 ○ H26 H28 8

合計 688

小林看護医療専門学校建設 小林駅南

地域活性化イベント事業 小林駅前・商店街

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

小林駅南北防災（交流）通路 小林駅構内

小林駅舎建設事業 小林駅

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

事業効果分析 小林駅周辺地区内

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

まちなかイベント広場兼駐車場 駅北公園

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

電線類地中化

地域交流センター

観光交流センター

連携生活拠点誘導施設

駅北広場

ふれあい広場

駅南自転車駐車場

駅北広場自転車駐車場

交付期間内事業期間
細項目

駅北公園

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 573.0 交付限度額 240.4 国費率 0.420



都市再生整備計画の区域

　小林駅周辺地区（宮崎県小林市） 面積 32.8 ha 区域 小林市駅南、本町地区

小林I.C.
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